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履　歴
1948年12月　千葉県佐倉市生まれ
〔学歴〕
1974年 3 月　東京都立大学人文学部人文学科心理学専攻卒業
〔職歴〕
1973年 4 月　静岡家庭裁判所　家庭裁判所調査官補
1977年 4 月　静岡家庭裁判所浜松支部　家庭裁判所調査官
1981年 4 月　千葉家庭裁判所八日市場支部　家庭裁判所調査官
1983年10月　千葉家庭裁判所　家庭裁判所調査官
1988年 4 月　東京家庭裁判所　家庭裁判所調査官
1989年 8 月　千葉家庭裁判所八日市場支部　主任家庭裁判所調査官
1994年 4 月　千葉家庭裁判所　主任家庭裁判所調査官
1998年 4 月　東京家庭裁判所　主任家庭裁判所調査官
1999年 4 月　明治学院大学文学部非常勤講師（～2004年 9 月）
2000年 4 月　専修大学商学部助教授・大学院文学研究科兼任
2001年 4 月　専修大学ネットワーク情報学部助教授・大学院文学研究科兼任
2002年 4 月　日本女子大学人間社会学部非常勤講師（～2005年 9 月）
2003年 4 月　専修大学ネットワーク情報学部教授・大学院文学研究科兼任
2003年 4 月　明治学院大学大学院文学研究科非常勤講師（～2008年 9 月）
2003年 4 月　明治大学大学文学部非常勤講師（～2018年 9 月）
2004年 4 月　早稲田大学教育学部非常勤講師（～2016年 9 月）
2004年 4 月　創価大学大学院文学研究科非常勤講師（～2018年 9 月）
2004年 4 月　東京国際大学大学院文学研究科非常勤講師（～2008年 9 月）
2005年 4 月　明治大学大学大学院文学研究科非常勤講師（～2018年 9 月）
2009年 4 月　明治大学大学大学院法学研究科非常勤講師（～2017年 9 月）
2010年 4 月　専修大学人間科学部教授（～2019年 3 月）
2012年 4 月　早稲田大学教職員大学院非常勤講師（～2018年 9 月）
〔学内経歴〕
2000年 4 月　専修大学商学部助教授・大学院文学研究科兼任
2000年 4 月　学級担任（2010年 3 月までの 6年）
2001年 4 月　専修大学ネットワーク情報学部助教授・大学院文学研究科兼任
2001年 4 月　障害者学生支援推進委員会委員（2010年 3 月までの 9年）
2003年 4 月　専修大学ネットワーク情報学部教授・大学院文学研究科兼任
2005年 4 月　図書館委員会委員（2006年 3 月まで）
2005年 4 月　教養教務委員会委員（2013年 3 月までの 3年）
2008年 4 月　個人情報保護委員会委員（2014年 3 月まで）
2008年 4 月　心理教育相談室長（2009年 3 月までの 4年）
2010年 4 月　専修大学人間科学部教授
2011年 4 月　社会知性開発研究センター研究員（2017年 3 月まで）
2011年 4 月　国内研究員（2012年 3 月まで）
2012年 4 月　自己点検・評価委員会委員（1013年 3 月まで）
2015年 4 月　キャンパス・ハラスメント対策室長（2017年 3 月まで）
2018年 4 月　購買会連絡協議会委員（2019年 3 月まで）
〔所属学会〕
日本犯罪心理学会，日本心理臨床学会，日本家族研究・家族療法学会，日本児童青年精神医学会，日本
犯罪学会
業　績（学会発表，シンポジウムなどを省略）
〔編著〕
1997年12月　危機に立つ家族　学事出版
1998年 2 月　非行臨床の実践　金剛出版　生島浩共編
2000年 4 月　非行の理由　専修大学出版会　森武夫共編
2002年 3 月　暴力を振るう子のメッセージ理解と指導技法　学事出版
2007年 9 月　犯罪心理臨床　金剛出版　生島浩共編
1012年 2 月　非行・犯罪・裁判　新曜社　黒沢香共編
〔分担執筆〕
1982年 9 月　日本型・少年非行　第 2部第 3節　創元社
1991年 4 月　実践・問題行動教育体系 8　第 2章第 3節　開隆堂
1991年 4 月　司法心理臨床　第 2章第 2節　星和書店
1994年10月　実践生徒指導 4　第 5章　ぎょうせい
1995年12月　こどもをいじめから救うために　日本評論社
1998年11月　日本の犯罪学　B，心理・概観　東京大学出版会
1999年 1 月　あたらしい家庭の教育相談　新日本法規
1999年 9 月　少年非行の世界　第 5章　有斐閣
1999年 9 月　子どもと暴力　金剛出版
1999年12月　性格の不適応　第 4章　ブレーン出版
2000年 6 月　臨床心理学体系20巻子どもの心理臨床　第 3章第 1節　金子書房
2001年 4 月　生活問題の社会学　第 4章　学文社
2003年 5 月　臨床家のための家族療法リソースブック　金剛出版
2004年 5 月　よくわかる司法福祉　ミネルヴァ書房
2005年 4 月　法と心理学のフロンティア 1巻　第 7章　第 1節　北大路書房
2006年 1 月　司法精神医学 3　犯罪と犯罪者の精神医学　 1　中山書店
2007年12月　家庭内暴力から見える現代の家族　ゆまに書房
2008年 8 月　衝動性と非行・犯罪を考える　第 1部　第 2部　早稲田教育ブックレットNo. 3
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2013年 5 月　学校教育相談の理論・実践事例集　第一法規
2016年 3 月　図説現代心理学入門「四訂版」培風館
〔論文〕
1977年11月　少年非の家族診断―ケース・スタディを中心に―　犯罪と非行第34号（共著論文）
1978年 1 月　被害者意識について―対象理解の方法概念として―　調研紀要第33号
1982年 7 月　宙ぶらりんの心理―対象理解の方法概念として―　調研紀要第42号
1995年 3 月　非行臨床における面接技法　（財）社会安全研究財団研究報告
1995年12月　非行臨床と家族療法　家族研究療法第12巻 3 号
1997年 4 月　非行臨床におけるトラウマと回復について　家族療法研究第14巻 8 号
1998年 3 月　薬物非行―覚せい剤乱用を中心として―　青少年問題研究第47号
1998年 7 月　心理発達のゆがみの現象―非行―　月刊地域保健第29巻第 6号
1999年 4 月　現代青年たちの人格発達に見られる諸問題　児童精神医学とその近接領域第40巻 2 号
1999年 6 月　非行・問題行動の家族ぐるみの危機介入　家族心理学年報17
1999年11月　非行と家庭　青少年問題第46巻 3 号
2000年 8 月　非行臨床における家族療法　刑政第111巻第 8号
2000年 8 月　少年非行の複雑化に対応した連携の必要性　罪と罰第37巻第 4号
2001年 2 月　薬物非行が提起するもの　教育と医学第49巻 2 号
2001年 6 月　世代間の問題としての少年事件　精神療法第27巻 3 号
2002年12月　非行の実態と家族　病院・地域精神医学第44巻 4 号
2002年 1 月　現代の青少年の問題行動　教育と医学第50巻 1 号
2002年 3 月　非行臨床―家族臨床の立場から　こころの科学102
2002年 3 月　少年非行―最近の動向　臨床心理学第 2巻第 2号
2002年10月　少年非行の現状と理解　ネットワーク＆インフォメーションNo. 2
2004年 3 月　少年非行と行為障害　ネットワーク＆インフォメーションNo. 5
2004年 4 月　家庭裁判所調査官の経験を通じて少年犯罪をについて考える　警察学論集第57巻 4 号
2005年 8 月　非行臨床におけるアセスメント　家族療法研究第22巻 2 号
2006年 4 月　家庭裁判所における「保護的措置」について―非行臨床心理学の視点からの一考察　家庭
裁判所月報第58巻 4 号
2008年 4 月　「宙ぶらりん」な生活をする非行少年の心理療法　精神療法第34巻 2 号
2010年 3 月　非行臨床におけるジェノグラムの活用　専修大学人文科学年報第40号
2011年 7 月　家庭裁判所における非行臨床の歴史を振り返って　犯罪心理学研究50周年記念号
2011年 8 月　少年非行・触法行為　小児内科第43巻 5 号
2013年 3 月　精神鑑定におけるジェノグラムの活用について　専修大学人間科学論集心理学篇第 3巻 1
号
2014年 6 月　女子非行と家族―二重危機構造モデルの視点から　青少年問題第 6号
2014年 9 月　犯罪心理学研究と刑事政策　罪と罰第51巻第 4号
2014年10月　立ち直りの手立てとなりにくい家族の問題　児童心理第65号
2018年 2 月　家庭裁判所における非行臨床　別冊法学セミナー№252
〔事典〕
2016年 9 月　犯罪心理学事典　日本犯罪心理学会編（編集委員長）　丸善
〔その他〕
1992年 7 月　中学生が抱える今日的問題　精神療法第18巻 4 号（座談会）
1993年12月　生島浩著『非行少年への対応と援助』家族療法研究第10巻第 2号（書評）
1999年 4 月　最近の非行少年の実情と課題　法の支配No.113（座談会）
2001年11月　非行臨床における面接の工夫　ケース研究269（講演）
2005年 1 月　非行を繰り返す少年と継続補導　全少協少年研究叢書16（パネリスト意見）
2007年 9 月　少年犯罪における「衝動性」―非行臨床の立場から―　早稲田大学教育総合研究所所報第
6号（講演）
2011年12月　橋本和明著『非行臨床の技術』精神療法第37巻第 6号（書評）
2012年 5 月　R・Dホッジ著『非行・犯罪少年のアセスメント―問題点と方法論』臨床心理学第12巻 4
号（書評）
2015年 5 月　廣井亮一編『家裁調査官が見た現代の非行と家族』精神療法第41巻第 5号（書評）
〔社会的活動〕
日本犯罪心理学会常任理事（1999年 9 月～2006年 8 月）
日本学術会議心理学研究連絡委員会委員（2000年10月～2003年10月）
日本家族研究・家族療法学会評議員（2000年～2006年）
日本犯罪心理学会会長（2012年 9 月～2015年 9 月）
日本犯罪学会評議員（2014年10月～2017年 9 月）
日本犯罪心理学会理事（2015年 9 月～）
科学警察研究所顧問（2016年 4 月～）
